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経済安全保障重要技術育成プログラム
取り組み紹介

https://www8.cao.go.jp/cstp/anzen_anshin/kprogram.html

経済安全保障重要技術育成プログ
ラム通称：K Program

英名：Key and Advanced 
Technology R&D through 
Cross Community Collaboration 
Program

本プログラムは、中長期的に我が
国が国際社会において確固たる地
位を確保し続ける上で不可欠な要
素となる先端的な重要技術につい
て、科学技術の多義性を踏まえ、
民生利用のみならず公的利用につ
ながる研究開発及びその成果の活
用を推進するものです。具体的に
は、経済安全保障上の我が国の
ニーズを踏まえつつ、個別の技術
の特性や技術成熟度等に応じて適
切な技術流出対策をとりながら、
研究開発から技術実証までを迅速
かつ柔軟に推進します。

https://www8.cao.go.jp/cstp/anzen_anshin/kprogram.html
https://www8.cao.go.jp/cstp/anzen_anshin/kprogram.html


3第1回宮城県選挙期間中の情報流通の諸課題への対処に関する検討会/ 2026.02.16

経済安全保障重要技術育成プログラム
取り組み紹介

https://www8.cao.go.jp/cstp/anzen_anshin/kprogram.html

領域横断・サイバー空間
偽情報分析に係る技術の開発

https://www8.cao.go.jp/cstp/anzen_anshin/kprogram.html
https://www8.cao.go.jp/cstp/anzen_anshin/kprogram.html
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偽情報分析に係る技術の開発
取り組み紹介

https://www.nedo.go.jp/news/press/AA5_101763.html

https://www.nedo.go.jp/news/press/AA5_101763.html
https://www.nedo.go.jp/news/press/AA5_101763.html
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現行システム
l 自動的に偽誤情報 (偽情報・誤情報) 
を (一定精度で) 判別

https://pr.fujitsu.com/jp/news/2024/10/16.html

ポイント2
l 最終的に自動判定結果を
「人間」がどうするか考
える

ポイント1
l 単純な真偽判定だけでな
く「根拠（理由）説明」
や「影響評価」が付随

https://pr.fujitsu.com/jp/news/2024/10/16.html
https://pr.fujitsu.com/jp/news/2024/10/16.html
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到達点
l 偽誤情報を自動判別 => (ある程度の精度で)可能

l LLMの登場により更なる自動化が可能
l なぜ偽誤情報だと判断されるのか/されないのかの根拠情報も
提示可能
l 根拠情報は公的機関の情報など信頼性が高いと考えられる情報源を利用
l 人間の情報分析官の判断基準に利用可能

l 偽誤情報として社会に与える影響なども同時に推定可能
l 過去事例を基に影響規模を推定可能
l 対策の緊急度の判断に利用可能

(本事例のシステムは) 偽誤情報検出後の対策そのものは自動で実施しない
=> 対策そのものは人間が考え実施する前提
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課題1
l 対策実装の困難性：偽誤情報 (偽情報・誤情報) 自体を
判定できてもそれだけではあまり意味がない
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偽誤情報
l 生成
↓

l 公開
↓
↓

l 拡散
↓

l 社会問題

課題1
l 対策実装の困難性：偽誤情報 (偽情報・誤情報) 自体を
判定できてもそれだけではあまり意味がない

l 対策の難しさ
l 検出できる時期に応じて対策
できること/すべきことも変わる

l 現状は拡散前に偽誤情報を検出
できていないことが多い

この期間に可能
な限り早く検出
したい

生成・公開自体を
抑制するのは技術
面だけでは困難

実際にはこの期
間に検出される
ことが多い

対策が重要：おそらく全自動は困難
l 対策支援システムの構築が必要
l 情報分析/対策構築 担当の人材育成
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課題2
l 情報類型の多様性：偽誤情報だけではない
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課題2
l 情報類型の多様性：偽誤情報だけではない

l 様々な観点で分類できる
l 例：内容自体は事実だが特定の個人や集団に害を与える目的
で文脈を歪めたり公開されたりする情報
l 文脈操作，誤解を誘う「真実」，世論誘導，価値観操作

l Fact をチェックするだけでは不足の可能性

l 昨今の多様な情報流通事情を反映する必要性

(偽誤情報に限定せず) 情報の流通プロセスそのものを
対象とした方が良い（かもしれない）
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課題3
l 真偽概念の流動性



第1回宮城県選挙期間中の情報流通の諸課題への対処に関する検討会/ 2026.02.16 12

課題3
l 真偽概念の流動性

l 公的機関 (公官庁など) の情
報は常に正しい？

l 最近様々なニュースなどで公的
機関の情報に誤りが指摘される
=> 情報の正誤を判断する根拠
に使っていいのか

l 海外事例では公的機関自体が情
報操作的な意図をもって情報を
発信するケースも存在

l 情報の正確性は時間と共に
変化
l 時刻 t までは正しい
時刻 t+1 では間違い
（よくあるケース）

l 時刻 t までは間違い
時刻 t+1 では正しい
（このケースも普通に起こる）

例：災害時，堤防が決壊というデマ
その数時間後に本当に堤防が決壊

偽誤情報システムにより一旦デマと認識
=> その後の事実変化が混乱を招く可能性
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まとめ
l 事例紹介

l 内閣府主導で 2022-23 頃から偽誤情報の技術開発が継続
l 到達点

l 技術面では偽誤情報は一定の精度で自動判別可能
l ただし 技術面以外のところに多くの課題
=>技術面では偽誤情報の拡散を抑制することは困難

l 課題例
l ①対策実装の困難性
l ②情報類型の多様性
l ③真偽概念の流動性
(公的機関依存，時間依存）

l 技術面だけでは圧倒的に不足：仕組
みや法整備が必須

l (偽誤情報とどうかは関係なく) 情報
の流通の仕組みをどうするのかを考
える必要性


